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はじめに 
 
 日本は国土に占める森林の割合が７０％近くあるにも関わらず、世界有数の木材輸入国である。外
国からの安価な木材の流入、木材を使用しないライフスタイルへの変化により、国産材の価格は低迷
を続け、林業家を圧迫し続けている。その結果、森林整備を行わず、放置している私有林が国内に多
く存在する。これらの森林では、適切な間伐などの手入れがなされず、二酸化炭素の吸収量の減少、
生態系の劣化、地下水涵養などの機能が低下するなどの問題が提起されている。このような状況の中
で、本校が活動する「望星の森」は１５年以上も前に崩落し、その後も放置されてきた斜面である。
本校では、この斜面にトチノキなどの植樹をし、下草刈り、枝打ち、間伐など継続的に活動している。 
 
 
調査の概要 
 
 本調査では「望星の森」において植生調査と成長量調査を行った。整備を行っている区画のうち、
植生調査については、2005 年、2006 年に植樹（全てトチノキ）を行った区画、トチノキの生長量
調査はこれらに加え 2007 年に植樹したものを対象とした。 
 植生調査では、この植樹した年度の違いから策定した２つの区画、望星の森の東側未整備のヒノキ、
スギ林において同程度の標高の２つの区画、さらにこれらの境目である林縁部の２区画の計６区画を
設定し、林床の植生の被度、出現度を調査した。この調査により、どのような植物が生えているかと
いうデータから現在の「望星の森」の状況を把握することを目的とした。 
 成長量調査では、全てのトチノキの胸高直径と樹高を測定し、形状比も計算した。また、同区画の
面積も計測し、樹木の密度も計算した。この調査は来年以降に同調査を行うときの比較データとして
利用することを目的とした。 
 
 
望星の森植生調査の目的 
 
 神奈川県相模原市若柳嵐山にある崩落跡地であ
る「望星の森」は東海大学付属望星高等学校によ
り 2004 年から植樹、育樹活動が続けられてい
る。現在までにトチノキ、スギなど３００本近く
が植えられている。「望星の森」は NPO 法人緑
のダム北相模が管理する FSC 認証林内にあり、
生徒を含む市民による森づくりとして位置づけ
られるものである。現在、日本には 2000 近く
の森林ボランティアグループがある[1]が、国際認
証を取得しているのは同会のみである。 
 市民活動などの森林整備活動では、森林整備に
よる効果などを科学的に評価し、施行計画などを
作成することはあまりされてこなかった。そこで
本調査では、この「望星の森」において、本校に
よる森林整備活動の効果を評価し、現状を把握す

るために、植生調査と成長量調査を行った。調査
は 2009 年７月と９月に行われた。 
 
[1]林野庁、森林づくり活動についてのアンケート（2007）
による 
 
 
植生調査とその結果 
 
 植生調査は「望星の森」と東側ヒノキ、スギ林
での比較という方法で調査を行った。望星の森も
崩落以前はこのヒノキ、スギ林であった。しかし、
ライフスタイルの変化や木材価格の低下により
手入れがなされず、崩落している。よって、この
ヒノキ、スギ林は崩落していなかった「望星の森」
の前の姿であることが推測される。2005 年、
2006 年に植樹を行った区画、同標高のヒノキ、



スギ林、さらにその境目の計６区画を A～F とし、
さらに各区画を３つに分け、A-1、A-2、A-3 と
した。この一つの区画を１m×１mのコドラート
とし、図１に示した。 
 

 
 
＊この地図は南北を反転させてある。ただし小さ
い地図は通常のままである。黒線が巻き尺による
もの、黄色線が GPS による測量結果。 
 
 
 これらのコドラートが含まれる 2007 年に植
樹した区画、つまり最上部から 2008 年にスギ
を植樹した区画までをイ～ニとした。この作図に
は、ガーミン社製ハンディ GPS と巻き尺、さら
にハグロフ社製バーテックス（超音波樹高測定
器）を用いて測量した。 
 
 調査の結果は、各地点における被度（＋～５）
をブラウン・ブランケの方法で（表１に示す）と、
全ての３つの区画で見られる植物を“３”とする
出現頻度（表２に示す）である。 
 表１から A、D は暗い所に生える植物が多く、
手入れがされていない森であることからも矛盾
しない。B、E はこれらの境目であり、日蔭と日
向が混ざったところであり、本来であれば両方の
植生の特徴を持ち、最も種類が多くなるはずであ
った。C、F はともに手入れが進んでいる区画で
種類も多くなっている。手入れをしている望星の
森は周辺の未整備の森に比べて、明るくなったこ
とにより、植物の種類、数ども増加し、生物多様
性も向上していることが明らかとなった。 
 

 
 
 
 図２に各区画ごとの植物の種類数を示した。先
に手入れされているはずの D、E、F のほうが全
体的に植物の種類数が少ない。これはトチノキが
大きく成長し、森自体が暗くなりつつあるためと
推測される。つまりトチノキの間伐や枝打ちなど
が必要であることを示唆している。また図１から
各区画の面積を計算し、トチノキの密度も計算し
た。その結果、区画ロ、ハともにヘクタール辺り
に換算すると 1200 本となり、かなり密に植わ
っており、これらの結果と矛盾しないものとなっ
った。いずれにせよ、枝打ち、間伐の必要性がで
てきている。 
 
 
成長量調査とその結果 
 
 2005 年から 2007 年の３年間に植樹し、現
在130cm以上の樹高があるトチノキ143 本す
べてにナンバーをつけ、その樹高、胸高の全周を
測定し、直径を計算した。また、その値から形状
比（高さ／直径）も計算した。その結果から樹高
と胸高直径の関係を示したものが図３である。 
ともに直径が大きくなるにつれ樹高も高くなっ
ていることからいずれの区画でも順調に成長し
ていることがわかる。 
 

 
 
 



 しかし植樹時期に１年差があるにも関わらず
大きさなどに差がないことから、2007 年に植樹
したほうが大きな割合で成長していると推測さ
れる。その理由としては、斜面上部のほうが水、
土壌面で不利であるはずである（水も栄養も下に
流れるはずである）。しかしこれは他の雑草にも
言えることであり、トチノキが小さい頃のライバ
ルが少ないことを示している。その結果、トチノ
キは大きく育ったと推測される。これはいかに小
さい頃の手入れが重要であるかを示している。同
様にトチノキは植樹する年度ごとに購入したの
ではなく、一括購入後植樹するまでは一時的に畑
に植えられていた。つまり 2007 年に植樹した
ものは２年間畑という好条件下にあった。このこ
とも大きな成長を示した理由の一つであると考
えられる。 
 ちなみに 2008 年に植樹したスギの枝の継ぎ
目から推測した今年の成長量の平均（計７２本）
は 71.7cm であることがわかった。日本トップ
レベルの林業家である速水林業では年に１ｍの
成長量がある[2]ということから望星の森では、か
なり良好な成長をしているとわかった。１年あた
りの成長量が大きいということはそれだけ草刈
りの回数が減り、作業手間の削減ができるという
ことである。 
 
[2]三重県速水林業への2009年 8月のヒヤリング調査より 
 
 
調査のまとめ 
 
 このように「望星の森」では周辺の未整備の
スギ、ヒノキ林と比べ、生物多様性が向上し、森
の明るさも戻りつつある。また、各樹木の成長も

順調で、むしろ間伐や枝打ちなどの「手入れ」が
必要になりつつあることも分かった。また、来年
度の植生調査、またトチノキの毎木調査も行い、
今回の調査と比較することも重要である。 
 
 
※最後に、「望星の森」は当初、「望星高校の森」
と呼ばれていた。「望星」という単語は東海大学
の建学の精神の一つである、「若き日に 汝の希
望を星につなげ」というフレーズに由来し、東海
大学の母体となった「望星学塾」、海洋調査船「望
星丸」や雑誌「望星」などにも使用されている。
「望星の森」は望星高校の生徒が中心となり活動
しているが、このようなネーミングの由来から考
えても、今後は他の付属校との連携も視野に入れ
た取り組みが可能である。 
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